










要約:小児の突然死においては乳幼児突然死症候群の占める割合が高いので、西日本の研

修指定病院を対象としてDOAについて調査した。DOA325例の年齢分布では1歳未満が約60%

を占めた。死亡原因については SIDS が最も多く 44.8%、次いで事故 19.1%、重度心身障害

14.1%、中枢神経系疾患 5.6%などが多かった。病理学や法医学の領域からの報告例とも比

較して検討したが、SIDS の研究を発展させるためには DOA 症例を全国的に把握するシス

テムを構築して SIDS症例を集積する必要がある。


